
城下町龍野には、龍野城や武家屋敷のほか、江戸時代からの地場産業の拠点である醤油蔵や町民が「石門心学」を
広めるための校舎「思誠舎」、童謡「赤とんぼ」の作詞者であり詩人の三木露風生家など、多くの文化財があり、また
哲学者三木清の故郷としても知られています。こうした魅力を活用しつつ、優れた芸術を世界に向けて発信、国際交流
に努めると共に人々の集う場を創設し、地域住民との交流をめることを目的として、2011年より龍野アートプロジェクト
を開始しました。2018年は「混成軌道」をテーマとして美術や音楽など様々なジャンルの作家たちが龍野に集います。
「混成軌道」とは、2種類以上の異なる軌道の混じるハイブリッドな状態を指し、異なる文化圏や様々な分野より現れ
る作品たちが、様々に交錯する軌道を描きながら龍野で出会う様を表します。世界で活躍する作家たちを交えながら、
異分野の交錯する実験的な試みに挑戦し、これまで7年間の活動の実績を活かしながら、より高い水準の芸術の発信なら
びに国際交流を目指します。2018年はポーランド独立回復100周年でもあります。これを記念して、同国の国民的オペラ
《ハルカ》（1847～48年頃）に由来する映像作品の展示や、関連シンポジウム、コンサートなども実施します。更に会場では、
アートde元気ネットワークひょうごとのコラボレーション展を開催のほか、過去の龍野アートプロジェクトアーカイヴ映像の
上映なども行います。多様な現代芸術が龍野に集い、出会う姿をお楽しみください。

主催 龍野アートプロジェクト   
助成  公益財団法人 三菱U F J信託地域文化財団 / 

 公益財団法人 朝日新聞文化財団
協賛 ポーランド広報文化センター / Adam Mi cki e w i cz Institute/Culture.pl  
協力 アートde元気ネットワークひょうご推進会議
後援 たつの市 / たつの市教育委員会 / たつの市音楽協会 / 

 朝日新聞姫路支局 / 神戸新聞社 / 産経新聞社 / 毎日新聞姫路支局 / 

 読売新聞姫路支局 / ＮＨＫ神 戸放送局 / サンテレビジョン / 

 ラジオ関西 / NP O法人フォーラム・ポーランド組織委 員会 / 

 日本ポーランド協会関西センター 

問合せ先

龍野アートプロジェクト 事務局
〒679-4167兵庫県たつの市龍野町富永1439 ガレリアアーツ＆ティー内
TEL/FAX  0791–63–3555   

MAIL  info@tat suno-ar t-project .com

Hybrid Orbit

会場 兵庫県たつの市龍野町旧市街  有料会場 アポロスタヂオ / アポロランプ / arinomama 
Gallery KURA / 県民交流広場  無料会場 わのわ / 旧中川邸 / 三木露風生家 / かどめふれあい館 / 
かどめ公園休憩所 / 菊屋蔵 / 旧脇坂屋敷 / ガレリア アーツ＆ティー  ［無料会場は休館日、開場時間が異なります］

作家 カロリナ・ブレグワ / ヨアンナ・マリノフスカ＆C.T.ヤスパー / アグニェシュカ・ポルスカ / 
稲垣元則 / 今村遼佑 / 小牧徳満 / 芝田知佳 / .es（ドットエス） / ジュスカ・グランペール / 
薮田翔一    演奏 長谷川萌子/薮田瑞穂/小野村友恵/高原里紗/山内静/岩崎宇紀
芸術監督  加須屋明子（京都市立芸術大学美術学部・美術研究科教授）

この企画は、ポーランド独立回復 100周年記念事業の
一つとして、実施されるものです

w w w.culture.pl

Hybrid Orbit

2018.11.8［木］–11.18［日］ 10 : 00 – 17 : 00 ｜月曜休館｜

Hybrid Orbit

一般   600円
大学生   300円

パスポート制、会期中何度でも、ご観覧いただけます。
学生は学生証の提示が必要です、高校生以下無料。

入場料
（観覧パスポート） www.tatsuno-art-project.com



1979年、カトヴィツェ（ポーランド）生まれ。ウッチ国立
映画大学卒業。写真や映像作品、インスタレーション、
ハプニングなどを手掛け、広く共同体と関わりながら、
鋭くかつ繊細に対象を分析し、悲しさを含んだユーモ
ラスな表現で高く評価される。ワルシャワ近代美術館、
ザヘンタ国立美術ギャラリー、第55回ヴェネチア・ビ
エンナーレなどで展示。2013年Viewsドイツ銀行賞受賞。
龍野アートプロジェクト2017に招待出品、モダニズム
建築の目指したユートピアと挫折や、集合住宅のは
らむ課題をユーモラスに描くオペラミュージカル作品
を上映するほか、地元住民と共に短編映画作成のワー
クショップ「物語スケッチ」を実施した。ワルシャワ（ポー
ランド）在住。

1985年、ルブリン（ポーランド）生まれ。クラクフ美術
アカデミー、ベルリン美術大学にて学ぶ。戦前の印刷
物や1960年代の美術について書かれたものなど古
い資料を引用しながら、それを新しい文脈に置き換
えて蘇らせる写真や映像作品の発表を続ける。例え
ば古い医療関係の本で見つけた写真を用い、それを
フォトショップで加工して動かすアニメーション作品や、
かつて放映された子ども向け番組のスタイルを引用
するなど、どこか懐かしい記憶の蘇りと、奇妙な印象
とを共に観客に与え、現実と夢とが入り混じり、まる
で魔法にかかったかのような不思議で幻想的な場所
へと誘う。現代と過去の時間とがモザイクとなった不
思議に懐かしい作品は、同時に鋭く現代社会を挑発
するものでもある。クラクフとベルリン在住。

2009年、大阪の現代美術画廊「Ga l ler y Nomar t（ギャ
ラリーノマル）」をホームに結成。橋本孝之（a lto sax , 
g uitar, harmoni ca）＋sara（piano, others）の二人によ
るコンテンポラリー・ミュージック・ユニット。結成当初
より現代美術をはじめ様々な表現領域とのコラボレー
ションを行い、国内外にて活動を展開。アートシーンで
は2011年「させぼアートプロジェクト」(長崎)、2013年 
静岡市美術館、2016年 大分県立美術館にて招聘公演。
音楽領域においては、即興、ノイズ、電子音楽、ジャズ、
ロック、クラシック、現代音楽など国内外の音楽家達と
のコラボレーションによって生まれるボーダレスな世界ー 
“音”と“音楽”の間（ま）で交錯する感覚を表現する。

1 9 8 3年、京都市生まれ。京都工芸繊維大学造形工
学科建築文化コース卒業、京都市立芸術大学大学
院美術研究科彫刻専攻修了。空間体験にまつわる
作品を多く制作し、街中や商業空間などでのインス
タレーションも行い、記憶や経験を「接続し拡張させ
ること」を試みている。空間をダイナミックに感じる移
動ツール、穴・梯子・電車などを頻繁に扱い、また、
植物からインスピレーションを得て制作することも多
い。京都市南区に展開するCu m i n Pro j e c tで運営の
「Cu m i nひろば」の農園園長もつとめる。2 0 1 7年港
町KO B E芸術祭アートd e元気ネットワークひょうごコ
ラボレーション展にて龍野アートプロジェクトを代表
して土笛づくりワークショップ『うたう自刻像をつくろ
う』開催。京都市在住。

ギター高井博章とヴァイオリンひろせまことによるイン
ストゥルメンタル・アコースティック・デュオ。1999年結成。
2007年デビュー。様々なジャンルを吸収した「ジュスカ・
サウンド」は、情熱的で美しい メロディーを特徴とし、
誰にでも受け入れられやすい音楽としてC MやT Vラ
ジオ等で使用されるなど老若男女を問わず、幅広く人々
に愛好されている。コンサートホールやライブハウス
に限らず、寺社・教会・博物館・大自然の中など様々
な環境のもとに繰り広げ、たった2人、たった10本の
弦が奏でる広い世界を持ったパフォーマンスが、高い
評価を得ている。F M C O C O LOにて毎週金曜日24
時より、ジュスカがD Jを務める、ジュスカ・ミッドナイト・
ストロール放送中。NHKおはよう関西テーマ曲提供。

1983年、兵庫県たつの市生まれ。2011年東京音楽大学
大学院作曲科修了。第70回ジュネーヴ国際音楽コンクー
ル作曲部門優勝。ウィーンコンチェルトハウス100周年作
曲賞最優秀作品賞。2013年SORODHA国際作曲コンクー
ル１位入賞。2013年カジミェシュ・セロツキ国際作曲コ
ンクール3位入賞。第３回クロアチア国際作曲賞 NEW 

N OT E2位入賞。第78～81回日本音楽コンクール4年連
続２位入賞。トロンボーンピース・オブ・ザイヤー2011作
曲賞。2012年京都フランスアカデミーメシアン賞。 2014

年第３回高松国際ピアノコンクール課題曲委嘱作曲家。
文化庁長官表彰（国際芸術部門）。神戸新聞にコラム執筆，
ジュネーヴ音楽院にて作曲のマスタークラス，東京大学
「学藝饗宴」ゼミナールにて講義，NH Kカルチャーラジ
オにて「現代音楽講座」の講師を担当。活動は多義に
渡り、作曲した曲は世界各国で演奏されている。東京在住。

関連企画
Event

ポーランド独立回復
100周年記念シンポジウム
「龍野とポーランド」
日時 11月7日（水） 15 : 30－16 : 30
会場 アポロランプ2F  
料金 無料 / 要予約    定員 30名
※パスポート不要、どなたでも参加いただけます
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□J R「姫路駅」からJ R姫新線にて20分、
　「本竜野駅」下車 徒歩10分 

□J R山陽本線「竜野駅」下車タクシーにて約１５分
□神姫バス「龍野橋東詰め」徒歩１分
□山陽自動車道「龍野I C」より約５分
□太子竜野バイパス「福田ランプ」より約１０分
※来場にはJ R姫新線が便利です

※イベントは都合により内容が変更になる場合がございます、ご了承ください

期間中様々なイベントが行われます、
是非ご参加ください。

《記念碑建設事務所》  
2016 / 映像 / 72min

1971年、京都市生まれ、1994年大阪芸術大学美
術学科卒業。1992年よりB4サイズのコピー用紙を
用いてドローイングを開始し、現在に到るまで総計
1万枚以上にものぼるドローイングを日常的に継
続。並行して写真や映像表現も取り入れたインス
タレーション形式での発表、ワークショップや地域
のアートプロジェクトにも積極的に関わりながら制
作の幅を広げてきた。日常の何気ない風景の奥に
潜む非日常性、一種の闇を思わせる不穏な気配
やどう猛さを隠し持つ、緊張感あふれる世界を描
き、自身が日々の生活から受けた印象を一旦は自
分の中に沈め、再浮上してくるエッセンスを散文
的に取り出してちりばめる。大阪府茨木市在住。

《忘れてしまいたい。でもずっと忘れたくない》 
2017 / 映像、ドローイング(参考)

1982年、京都府に生まれ、京都市立芸術大学大学
院美術研究科を修了。光や音を作品に取り入れなが
ら、日常生活で用いるような身近な素材を組み合わせ、
シンプルな仕組みによって意外な効果を生み出すよ
うなインスタレーションを手掛ける。微細な感覚に注
意を向けることで、観客は日常から異世界へと連れ
出され、空間に生じる気配に対して鋭敏になる。ささ
やかな差異から生まれる違和感は、日常の中に生じ
る非日常と重ねられ、それぞれの記憶の中の風景が
呼び覚まされる。近年は映像表現も取り入れながら、
一見したところ穏やかで、かつ想像力を解き放つよ
うな覆す力を秘めた作品で注目される。2016年から
2017年にかけてポーラ美術振興財団の助成を得て
ワルシャワに滞在。京都市在住。

《雨音と部屋》 
2013 / 古い日用品、ソレノイド、タイマー回路 / サイズ可変（参考）

左《さすてぃなぶれない場所》 2017 / 松の剪定枝、額 / 50×50×100cm (参考)
右《サルの骨》 2018 / サルスベリの剪定枝、アクリル / 35×10×55cm (参考)

1 9 8 4年、兵庫県たつの市生まれ。東京藝術大学美
術研究科工芸専攻染織領域修了。日々の記憶を辿
りながら描き、染めた布を用いるインスタレーション
を多く手がけ、例えば3 7 mもの長い布にオパール加
工を施した染織の作品をダイナミックに天井の高い
空間に展開したり、羽ばたく鳥を何羽も白い布に型
抜きし、そこだけ半透明に透けて見えるものを何枚
か重ねて光と組み合わせたインスタレーションとし
て発表したりしてきた。鳥たちの輪郭はずれたり重なっ
たりして曖昧になりつつも、全体としては白く柔らか
な輝きがもたらされ、より抽象性が高められた。布の
間には、大切なものがそっとしまわれているかのよう
に丸い鏡が置かれ、光を反射する。暖かな期待や希
望が連想される。たつの市在住。

《07/4－10/30 まると鳥と折れ線グラフ》
201６ / ミクストメディア / サイズ可変 (参考)

撮影：稲垣元則

《太陽の見たもの》  2017 / 映像 / 10min. 龍野アートプロジェクト2014
上演映像上映
開館 10 : 00－16 : 00  休館  月曜
会場 かどめ公園休憩所
音楽 薮田翔一《Flow Ⅲ》2014
映像 アレクサンデル・ヤニツキ
 《ブラックアウト》2013 
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北川太郎たつのアトリエ見学会
日時 11月16日（金）13 : 30－
料金 無料 / 要予約  ※交通費実費
定員 10名程度（先着順）

06

.es（ドットエス）
即興ライブ演奏
日時 11月16日（金）  
 開演 17 : 00  開場16 : 30
会場 ガレリア アーツ&ティー  
料金 チケット  2,000円（パスポート付き）
定員 50名  

07

.es（ドットエス）
即興ライブ演奏+
稲垣 元則  映像投影
日時 11月17日（土）  
 開演 17 : 00  開場16 : 30
会場 ガレリア アーツ&ティー  
料金 チケット  2,000円（パスポート付き）
定員 50名  

08

アーティストトークII
日時 11月18日（日）  
 14 : 00－15 : 30
会場 アポロランプ2F
登壇 稲垣 元則 / 今村遼佑
料金 要パスポート/要予約  
定員 30名  

09

ジュスカ・グランペール
「龍野–パリ」コンサート/ 
映像協力 井上いくみ
日時 11月18日（日）
 第1回目  開演17 : 00  開場16 : 30
 第2回目  開演19 : 00  開場18 : 30
会場 ガレリア アーツ&ティー  
料金 チケット  2,000円（パスポート付き）
定員 各50名

10

薮田翔一作曲×
アレクサンデル・ヤニツキ映像
～ポーランド独立回復
100周年記念コンサート～
日時 11月11日（日）
 第1回目  開演17 : 00  開場16 : 30
 第2回目  開演19 : 00  開場18 : 30
会場 ガレリア アーツ&ティー  
演奏 長谷川萌子（sop） / 薮田瑞穂（sop）

 小野村友恵（v n） / 高原里紗（v n）

 山内静 （cl） / 岩崎宇紀（pf）

料金 チケット  2,000円（パスポート付き）
定員 各50名

05

龍野アートプロジェクト
関連作家小品展
開館 11  : 00－18  : 00  休館 水曜
会場 ガレリア アーツ&ティー  

11

WROオン・ツアー
［WROメディアアート
ビエンナーレ2017 映像選上映］
開館 10 : 00－17 : 00  休館 月・火曜
会場 旧中川邸2F

12

【1】 Eメール・FAX予約
FAXまたはE-MA I Lで、以下の事項を記載の上
お申し込みください。
《予約申込時の記載事項》

1）コンサートまたは企画の名称と開催日
※ 05 11日（日）  10 18日（日）のコンサートについては
第1回目／第2回目の別も明記
2）購入枚数・申込人数  3）氏名  4）住所  5）電話番号

FAX  0791－63－3555
E-MAIL  tat sunoar tmusi c@ya hoo.co.jp

【2】 コンサートチケット販売窓口
ガレリアアーツ＆ティー
TEL  0791－63－3555（11 : 00－18 : 00 水曜休）

チケット   各2,000円（観覧パスポート１枚付き）
通し券   各3,500円（観覧パスポート１枚付き） 

通し券は以下のコンサート１回目 / ２回目両方の観覧が可能です
05 薮田翔一作曲演奏会
07 08   .es（ドットエス）即興ライブ演奏（アフタートークあり）
10 ジュスカ・グランペールコンサート

【コンサートチケットについて】

【関連企画予約方法】

※各会場とガレリア アーツ&ティーにてパスポート購入可能

アポロスタヂオ・アポロランプ・
arinomama Gallery KURA ・県民交流広場
一般６００円  大学生 300円  時間10：00–17：00

わのわ
時間 9 : 00－18 : 00 休館 11日（日） 

旧中川邸
時間 10 : 00－17 : 00   休館 12日（月）・13日（火）

三木露風生家・かどめふれあい館・
かどめ公園休憩所
時間 10 : 00－16 : 00   休館 12日（月）

菊屋蔵・旧脇坂屋敷
時間 10 : 00－16 : 00   休館  12日（月）・13日（火）

ガレリア アーツ＆ティー
時間 11 : 00－18 : 00  休館 14日（水）
※11日、16日－18日は10 : 00－16 : 00

【有料会場】

【無料会場】

【料金・休館日について】

C.T. 
ヤスパー
C.T.Jasper

1971年、グダニスク（ポーランド）生まれ、本名クリス
チャン・トマシェフスキ。ポズナン美術アカデミー卒業。
2013年よりC .T.ヤスパーとして作家活動開始。映像、
音、映画、彫刻、インスタレーション、コラージュなど様々
な手法で表現活動を続け、想像上の断片化された映
像と身体的に経験される建築の間の不協和音を探
求している。彼はまた、作品を通じてポストコロニアル
な視点や人類学的な観点から歴史を掘り起こす。ニュー
ヨーク在住。

ヨアンナ・
マリノフスカ
Joanna 
MALINOWSKA

1972年、グディニャ（ポーランド）生まれ。ラトガース大
学、イェール大学彫刻科卒業。彫刻、映像、パフォーマ
ンスなど様々な手法で表現を続ける。人類学や文化
的対立、音楽に関連するテーマを手掛ける。C.T.ヤスパー
と共同制作を行うことも多く、《マザー・アース・シス
ター・ムーン》2009–2013や、2015年第56回ヴェネチ
ア・ビエンナーレポーランド館で発表された《ハルカ/
ハイチ18°48 ʼ05"N 72°23 ʼ01" W》などが著名。ニュー
ヨーク在住。

《ハルカ/ハイチ  18°48’ 05” N 72°23’ 01” W》
2015 / 映像 / 82min

C.T. ヤスパー＋
ヨアンナ・マリノフスカ
C.T.Jasper＋Joanna MALINOWSKA

アーティストトークⅠ
日時 11月10日（土）  
 10 : 30－12 : 00
会場 アポロランプ2F  
登壇 ヨアンナ・マリノフスカ
 C .T.ヤスパー
料金 要パスポート/要予約  
定員 30名  

02

作品ガイドツアー
日時 11月11日（日） 
 10 : 30－12 : 00
集合 アポロランプ1F
料金 要パスポート / 事前予約不要
定員  30名

04

小牧徳満ワークショップ
「作って飾ろう提灯の枝」
日時 11月10日（土）  14 : 00－15 : 00
会場 旧中川邸奥和室
料金 600円（ジュース付き） / 要予約
定員 15名（先着順）
対象 小学生（低学年は保護者同伴）

03

【メイン会場へのアクセス】

丹波篠山・まちなみアートフェスティバル/
下町芸術祭
開館 10 : 00－16 : 00  休館 月・火曜
会場 旧脇坂屋敷

あさご芸術の森アートフェスティバル
「くっつ木プロジェクト」
たくさんのこっぱ（木端）の中から、好きなもの
を選んで、色をぬってくっつけます。
日時 11月17日（土）  10 : 00－16 : 00
会場 かどめ公園休憩所通路
料金 無料  随時受付
※どなたでも参加いただけます

14アートd e元気ネットワーク
ひょうごコラボレーション展
開館 10 : 00－16 : 00  休館 月・火曜
会場 菊屋蔵（メイン会場）

【ワークショップ】

【作品展示】


